
i吾中のt瓦酸fヒLDLtJt体，オキシステロールは霞化ス
トレスの指標として冠動脈狭窄の有効な指標となる可

能性，特に，誌酸化 LDL誌体は冠動脹病変の不安定

性の指諜となる可語性が示唆されたc

6. Membrane-type 1 matrix metalloproteinase is 

induced in decidual stroma without direct invasion 

by trophoblasts 

（脱落膜罰質細胞には司栄養護紹麹の車接的な漫潤

カずなくても司 Membrane-type1 matrix metallopro-

teinase方言、誘導される。）

中野正明（産科婦人科学〉

とト正常子宮内摸（増殖期10剖，分誌期初期4倒，

分泌期後窮4鰐）と脱落膜（正所性壁脱落膜3例，異

所性脱落膜3倒）におけるmembrane-type1 matrix 

metalloproteinase （以下 MTl-MMP）の発現を定量的

RT-PCR j去， insitu hybridizationおよび、免疫組織染色

j去で検：言すした。

MTl-MMP m豆NA発現量辻検棒障で有意差は認めな

かったが，その昂在は特徴的で，正常内農では上皮に

認め，間質には認めず，脱落膜では正所性，異所性と

もに開賓に認め，上皮には認めなかった。タンパクは

内鎮で辻上皮に認め，間質には認めなかったが，脱落

膜では正問？生，異所性ともに上皮と開費ともに認め

たC

MTl-M斑PmRNAとタンパクの発現が，子宮内膜上

皮から栄養膜結抱のない脱落膜の間賞へと変化したこ

と辻，笹盤胞の着床に合目的的であり， hCGなどの

液性因子の関接作君によることが示唆された。

7. Tumor invasion is inhibited by phosphorylated 

ascorbate via enrichment of intracellular vitamin 

C and decreasing of oxidative stress 

（ビタミンCリン酸北誘導体による纏麗内ビタミン

ζ高濃縮北と酸化ストレス減少を介した癌浸溝抑制

作用）

長尾尉男

（原室研・環境生物・放射線正、答）

安定性に｛憂れたアスコルピン酸－2－リン酸エステル

(Asc2P）を用いて癌の浸潤転移に及ぼす影響を癌細鹿

の増殖には影響を与えない濃度で，正常ヒト血中ビタ

ミンC濃度である 40～250u.Mを考嘉した処理j農度で

調べたところ，①＇Asc2Pはマウス実験的姉転移モデル

において癌細胞の注入後5日時連続投与で， 33%の

肺転移を持制した。 RinvitroでビタミンCそのもの

を連続処理した場合，浸潤能と移動能が60%，金：

91 

Asc2Pでは80～94%抑告ljした。③その務果は細胞内

へのぜタミンC蓄寵率に依存した。⑤その作用機序と

して組胞外マトリックス分解酵素発現を産生段階で

MMP-2吉宮60%，現MP-9で71%f.CP告iJしたカ三活性手支階

や mRNA量iこは影響なかった。$ラジカル泊去葬jと

して細胞内の酸イヒストレス状惑を減少させることが蛍

光色素法と ESR/DMPO法から示された。ピタミンC

の抗転移作用が期待される。

8. Work physiological study on an indirect methods 

of estimating V02 

｛関接的酸素摂取量推定法に関する運動生理学的研

究〉

JI I 口 語太部｛保権学幹，内科学第二）

本謂究では，研究 lとして末梢筋の薮素動患が全身

の酸素摂取を反映するかについて，近赤外分光i去を用

いて検討し，研究2では，運動負荷試験により片蘇埠

患者にとって簡便な上肢エルゴメータ一片手駆動を用

いた間接的な負荷量からの酸素摂取量誰定式を新たに

作成することを呂的とした。

その結果，近赤外分光法によって得られた笹の平均

笹と酸素摂取量には有意な相関が認められ，運動中の

末梢筋酸素動惑は，全身の酸素摂家を反映していると

考えられた。また，片麻痩患者の薮素摂取量一負荷量

関係式は V02(ml/min）＝〔kgm/min×4.2ml/kgm) + 

〔（4.2 ml/kg/min×kg body weight)+ 105.6 ml/min) 

〔r=0.847〕と表され，重量素摂電量実視611車と比較しても

宥意差は認められなかった。

これらの結果は，末梢第の酸素動態や負荷量から間

接的にvo2が推定可能であることを示すものである。


